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55～79μm．一次放射組織の細胞は接線縦断面でほぼ正方
形を呈し，長さは30～210μm，幅は50～80μm．
　5．　E．　ecalcaratum　（Figs．3－D　I　4－D）
　E．　davidiiに似るが次の点で異なる．小葉の向暑面表皮
細胞が大きく1mm2当りの細胞数は330～390個．背軸面
表皮の乳頭状突起は1細胞に1個存在する．毛はd型の
ほかにb型が認められる．葉縁部は長楕円形を呈し長径
208～230μm，著しく外曲する．茎の下皮は1～2細胞層，
皮層の厚壁細胞層は5～7層でその内側に続く厚壁柔細胞
との境界が明瞭である．維管束は円形を呈す．道管の最大
径は40～46μm．
　6．　E．　fa　rgesii　（Figs．3－E；4－E）
　小葉：背軸面表皮はPN型．他種と同様の乳頭状突起
の他，突出が不明瞭なものもある．主脈部の維管束は5稀
に6個，葉縁部は類円形で直線状．
　茎はE．acuminatumに似る．表面に突出する気孔が多
数認められる（肉眼で点状に観察される）ことが本草の特
徴である．気孔は副細胞が大きく孔辺細胞を覆う．小葉の
背甲面と茎の節に存在する毛はh型．
　7．　E．　teptorrhizum　（Figs．3－F；4－F）
　E．　sutchuenenseに似るが，小葉の主脈部の三軸面は倒
三角形に突出する．主脈部の維管束は5個，中央の維管束
が明らかに大きい．背碑面表皮はPN型，　Stomatal
Indexが大きく40．60～46．58．茎の維管束は長卵円形で，
維管束しょうの厚壁細胞が少ない．
　IV．市場晶の形態及び原植物（TABLE　III）
　市場品は地上部の全形品からなるものが多い．他に根茎
の一部を付けたもの（TMPW　No，7557，12794，7566，
7563；SM　No．　Z・7，　Z－37，　Z－34）や細切品（TMPW　No．
12798，12806）もある．葉の色は深い褐色，黄褐色，黄緑
色，緑色のものがあるが，この違いは採集時期や保存期間，
保存状況によるもので，種の違いによるものではない．多
くが乾燥品であるが，民間医はまれに新鮮な植物を用いる
こともあり，自由市場で市販されている（TMPW　No．
12807，　SM　No．　Z－7）．
　市場品の外部及び内部形態的特徴を比較植物7種のそれ
と比較したところ，それぞれの原植物がTABLE　IIIのよう
に決定された．
結論及び考察
　1．四川省に分布する種を中心に，13種のEpimedium
属植物の地上部を比較組織学的に検討したところ，各種は
小葉の単軸面表皮細胞の乳頭状突起の有無により2大別さ
れた．今回，乳頭状突起が存在する7種について詳細に検
討したところ，小葉では主脈部の維管束数，脈間部の厚さ，
1mm2当りの向軸面表皮細胞の数，背断面表皮のStoma－
tal　Index，隣接する気孔の有無，葉縁部の形状，茎では
下皮細胞の形状，皮層の厚壁細胞の層数，維管束の数と形
状，道管の最大径，小葉と茎の毛の種類に各種の特徴が認
められ，7種は組織学的に区別可能になった（TABLE　VI）．
　2．現在までに59点の「淫羊蓉」市場品を入手したが，
これらの内30点が小葉の背翁面に乳頭状突起を有する種
のみに由来するものであった．30点の市場品の原植物を
比較組織学的に検討したところ，四川省市場品としてE．
acuminatumの単一品が7点，　E．　sutchuenenseの単一品
が5点，両種の混合品が1点，E．　fargesiiの単一品が4点，
E．dUvidiiの単一品が3点，　E．　sagittatumの単一品が2点，
E．　davidiiとE．　ecalcaratunzの混合品が1点確認された．
貴州省市場品（同省産）はE．sutchuenenseの単一品が2
点とE．leP　to　rrh　igumの単一品が1点あり，雲南省昆明市
場品はE．davidii，新興ウイグル自治区阿克蘇市場品はE．
acuminatumとE．　sutchuenenseの混合品，湖北省武漢市
場品と香港市場品はE．　sagihatumに由来するものであっ
た．今回報告していない市場品の内，10点は乳頭状突起
が存在する種としない種の混合品であった．また日本市場
品は乳頭状突起のない種に由来するものであった．これら
の基源については勝報で述べる．
　3．今回の結果から，『中華人民共和国項目』5）に原植物
の1つとして規定され，また『中薬志』6b）で四時間産「淫
羊奮」の原植物であると記載されたE．　sagihatumは，現
在の同省市場では主流品でないことが判明した．また施
ら8b）や梁ら8C）の市場調査によると，四川省以外の各省で
も工種は主流品でない．E．　sagitlatumは外部形態的にE．
acuminatumとよく似ており，分類学的には主に花弁の距
と内等の長さの割合（前船は0．5以下，後種は2以上），
及び前種の葉の背軸面に毛が少ない点で区別される．しか
し，本属植物は花期が短く著者らの観察によると，咲き始
めから4，5日で落ちてしまい，また距の長さも満開期ま
でによく変化する（後種の花は蕾の時期に距が短く，甲種
の花に酷似する）．さらに2種の毛の状態は生育地によっ
てかなり変化する．分布域と生育量については，著者らの
四川省における調査によると，E．　acuminatumは中低山
地区に広く分布し，常に大きな群落を形成する．E．　sagitt－
atumも広域に分布するが17），単発的に見られる程度であ
る．以上を総合して考えると，従来「淫羊奮」の正品とし
て多くの薬物志に記載されてきたE．　sagittatumの中には
E．　acuminatumが含まれていた可能性がある．
　4．1960年版の『四川中薬志』7a）には，涼山野族自治州
産の「淫牽牛」の原植物はE　elongatumであると報告さ
れている．しかし，今回の市場調査により涼山州にはただ
E．　davidiiの1種が自生しており，また研究結果により当
地から市場に出荷される「淫靴型」も本直を基源とするも
のであることが判明した．
　5．藤田ら9》及び松隈11）は中国産「淫羊藍」の市場品数
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点について検討しているが，種の同定には至っていない．
両者の報文に記されている各市場品の内部形態を，今回の
研究結果と照らし合わせて考察すると，神戸11）及び沖縄
市場品11）はEs4g魏伽勉に由来するものであったと思わ
れる．その他の市場品は葉の背軸面に乳頭状突起がない種
に由来するものであり，それらの原植物については次報で
考察する．
　謝　辞：本研究を行うにあたり，植物標本の同定をご指導く
だされた中国科学院北京植物研究所の応　俊生教授，比較材料
の一部をご提供くだされた中国上海医科大学の施　大文教授に
深謝する．
　List　of　abbreviations：　ac：　auxiliary　cell，　bs：　bundle
sheath，　cs：　solitary　crystal，　cu：　cuticle，　ep：　epidermis，
epb：　abaxial　epidermis，　epd：　adaxial　epidermis，　h：hair，
hol：　hollow，　hy：　hypodermis，　mes：　mesophyll，　pa：　pali－
sade　parenchyma，　ph：　phloem，　pi：　pit，　pp：　papilla，　ptw：
thick－walled　parenchyma　cell，　pxy：　xylem　parenchyma，
rpr：　primary　ray，　sc：　sclerenchyma　cell，　sta：　starch，
sto：　stoma，　t：　tracheid，　vb：　vascular　bundle，　vd：　bor－
dered　pit　vessel，　vr：　reticulate　vessel，　vs：　spiral　vessel，
xp；　protoxylem，　xy：　xylem．
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